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   The report deals with a case of 26 years old female who was possessed by complete 
double ureter and pelvis of the left side accompanied with ureterocele, in which two ureteral 
orifices and multiple stones were found. The patient was operated on removal of the ureterocele 
through suprapubic cystotomy with disappearance of symptoms.
1緒 言
尿管瘤 とは先天的 に尿管下端 が糞状に拡張 し
て膀胱内に膨隆 したもの と定義 されてい る.本
症は1853年Lechlerが剖検 で 認 めたのが最 初
であると云われ,本 邦 では1923年尾形 の1例 が
最初の報 告で ある.そ の後 内外 ともに多数 の原
著,報 告 があ り,本 邦症例 の統計 においては,
大越,落 合,土 屋,三 浦等 の詳細 な 記 載 が あ
る.
著者 は最近左側 の完 全重 複腎孟尿管 に伴 う尿
管瘤 で,そ の瘤 内に重 複尿管の2つ の尿管 口が
































































































































































御,尿 管 口部位機能の保存が満足 されるように
おこなうべきで,尿管瘤切開術,尿 管瘤切除術
等がおこなわれることが多いが,や むをえず尿
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